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自動施工に関するロードマップ（案）

安全ルール

施工管理基準
監督・検査基準
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共通制御信号（案）の策定
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R5 R6 R7以降

Ver.1.0 Ver.2.0

実験フィールドでの検証

安全ルール

試行工事での検証

標準化・国際標準化

Ver.●

随時検証・更新

モデル工事での検証必要項目等の整理・検討

安全ルール

自動施工機械の機能要件の策定

自動施工に係る人材育成

施工事例の収集・蓄積



建設機械施工の自動化・自律化協議会 実施体制

学 識 者 : 建設施工関係、ロボット関係、機械関係
関係団体 : 建設関連団体、建設機械関連団体、ロボット関連団体
行政機関 : 国交省、厚労省、経産省、 各研究機関

建設機械施工の自動化・自律化協議会

学会
大学 業団体 調査

測量 設計 施工 業団体 建機
メーカ

レン
タル AI ロボット IoT 制御

ソフト
通信

国・自治体・有識者

行政

建設関連企業 建設機械関連企業 建設分野以外の関連企業

施工管理・検査基準WG

建設機械における自動・自律・遠隔施工を実施する際の

・現場検証、評価
・施工管理、検査基準の検討

PF共同研究

土木研究所
協調領域の開発

建機メーカ
ゼネコン

システムベンダー

安全・基本設定WG

建設機械における自動・自律・遠隔施工を実施する際の

・安全ルールの標準化、設定に関する検討
・自動化目標の設定に関する検討
・協調領域の設定に関する検討

・自動・遠隔機械の性能に関する検討

現場普及WG
建設機械における自動・自律・遠隔施工普及のための

・モデル工事導入の検討
・入札契約方式の検討

施工監理・検査基準W.G

参加者公募
ベンチャー企業含む

国交省・厚労省・研究所・
建設関係・建機関係

国交省・経産省・研究所・
建設関係・建機関係・建設分野以外

国交省内（事業部局含）
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自動施工機械・要素技術ＳＷＧ

R4.3.14設置

R4.6.22設置R4.6.22設置

R4.11.30設置

新設



Ｒ６年度の活動計画（案）
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・検証参加要領（R７年度）着手

協議会★

安
全
・
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W
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協
議
会

現場検証
（実験フィールドでの実証）

WG

・現場検証結果
・施工管理基準・検査基準について

WG

●
SWG

・安全ルール(Ver.2.0)（案）
・機能要件（案）

・安全ルール(Ver.2.0)の策定
・機能要件（Ver.1.0）の策定
・検証要領（R7年度）の策定

試行工事の実施

検証
結果
整理

試行結果を随時整理

●

●

WG
●

・WGの設置について
・試行工事について

３月

・安全ルールの適用性等について

検証内容を
随時議論



目的：現場の安全の確保
内容：自動施工機械の運用にあたって

遵守すべき項目

○本ルールの役割、位置づけ
○用語の定義
○安全性確保のための関係者の役割

及びリスクアセスメント
○自動施工における安全方策
○自動建設機械や設備に求める

安全方策に必要な機能
など

目的：効率的な施工の確保
内容：自動施工機械が最低限

具備すべき機能

○所定の範囲から逸脱しないこと
○必要な精度でのポジショニング機能
○接触防止機能

など

自動施工の「安全ルール」と「機械の機能要件」

自動施工の安全ルール

無人エリアにおける
自動施工機械の機能要件

（安全ルールに対応して設定）
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無人エリア
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i-Constructionの更なる展開の取組イメージ

③建設現場のリモート・オフィス化

②ICT施工

デジタルツインにより
建設現場のデータ活用・
見える化

データは設計→建機の
一方向の活用

現場↔建機の双方向で
リアルタイムデータ活用

①BIM/CIM

リアルタイムデータの活用

開発
環境安全

地球
環境

④自動・遠隔施工

安全ルール
策定

自動・遠隔施工
の現場実証

GX建設機械
認定制度
電動建機

自律施工
技術基盤
OPERA

（土木研究所）
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開発

・危険な作業現場での遠隔操作による無人化施工（遠隔施工の一種）
危険な作業現場以外での拡大

・リモートでの施工管理などの省人化の取組
デジタル配筋検査などの施工管理の効率化
プレキャストなどの工場製作の活用

大規模な現場等においては

令和５年12月8日
i-Construction推進コンソーシアム
第9回企画委員会 資料2



自動施工の共通制御信号の作成 ー自律施工技術基盤（OPERA）ー
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OPERA活用イメージ

OPERA
Open Platform for Earthwork 

Robot Autonomy

建機メーカ

センサメーカ

ゼネコン

アプリベンダ研究機関

SIer

開発環境

開発環境

アプリ提供

改善要望

テーマ発掘
成果提供

ニーズ入手
対応製品

対応製品

ニーズ入手

改善要望

集約情報

OPERA構成要素概略図

〇土木研究所において、建設施工の自動化・遠隔化技術の開発がより促進される環境の整備を目的
に、誰でも利用できるオープンな研究開発用プラットフォームである「自律施工技術基盤OPERA※」を
整備中
〇2024年度は、異なるメーカーの建設機械についてもユーザーが同じプログラムで動作させることが
可能な共通制御信号の原案作成に向けた共同研究を実施

※OPERAは、異なるメーカーの建設機械についても、ユーザーである建設会社やソフトウェアベンダーが同じ
プログラムで動かせるよう、建設機械とソフトウェアの間を繋ぐ共通制御信号やミドルウェア、開発環境となる
シミュレータを公開するとともに、研究開発に必要なハードウェア（建設機械、実験フィールド、無線通信シス
テムなど）を提供



自動施工に係る技術開発の促進 ＳＩＰスマートインフラマネジメントの構築
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自動施工に係る技術開発の促進 ＳＩＰスマートインフラマネジメントの構築


